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研

究
最
近
の
入
札
談
合
事
件
の
課
徴
金
納
付
命
令
審
決
に
つ
い
て

課
徴
金
賦
課
対
象
物
件
の
認
定
を
中
心
に
し
て

波

光

巖

目

次

一二三

課
徴
金

の
対
象
物
件

で
あ

る
と

の
推
定

判
例

の
態

度

最
近

の
審

決

に
お
け

る
問
題
点

(
こ

(
二

)

(
三

)

(
四

)

(
五

)

河
西
建
設
事
件

森
川
建
設
事
件

甲
栄
建
設
事
件

泰
伸
建
設
事
件

岡
崎
管
工
事
件

(
平

成

一
六

・
二

・
五
審

決

・
審

決

集

五

〇
巻

二

二

〇
頁

)

(
平

成

一
六

・
八

・
四
審

決

・
審

決

集

五

一
巻

八

七

頁

)

(
平

成

一
七

・
二

・

一
四

審

決

・
審

決

集

五

一
巻

二

六

八
頁

)

(
平

成

一
七

・
五

・
九
審

決

・
審

決

集

未

搭

載

)

(
平

成

一
七

・
九

・
二

〇
審

決

・
審

決

集

未

搭

載

)
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事
業
者

が
商

品
又
は
役

務

の
対
価

に
係

る
不
当
な
取
引
制
限
等

を
し
た
と
き

は
、
公
正
取
引
委
員
会
は
、
独
占
禁
止
法
七
条

の
二

二

項

の
規
定

に
基

づ
き

、
当
該
事

業
者

に
対
し
、
実
行
期
間

に
お
け
る

「当
該
商

品
又
は
役

務
」

の
売
上
額

(平
成

一
七
年
法
改
正
後

の
購

入
カ

ル
テ
ル
に

つ
い
て
は
購
入
額
)
を

基
礎
と

し

て
算
定

し
た
額

の
課
徴
金

の
納
付

を
命
じ

る
が
、
「
当

該
商
品

又
は
役
務
」

と

は
、
当

該
違
反
行
為

の
対
象
と

さ
れ
た
商

品
又
は
役
務
を
指

し
、
具
体
的

な
入
札
談
合
事
件

に
お
け
る
受

注
調
整

に
あ

っ
て
は
、
当
該
事
業
者

が

基
本
合
意

に
基
づ

い
て
受
注

予
定
者

と
し

て
決
定
さ
れ
、
受
注
す

る
と

い
う
、
受
注

調
整
手
続

に
上
程
さ
れ
る

こ
と

に
よ

っ
て
旦
ハ体
的

に

競
争
制
限
効

果
が
発
生
す

る
に
至

っ
た
価
格

に
よ

っ
て
受

注
し
た
も

の
を
指
す
と
解
す

べ
き

で
あ
る

(土
屋
企
業
審
決
取
消
請
求
事
件

・

平
成

一
六

・
二

・
二
〇
東
京
高
判

・
審
決
集

五

〇
巻

七

〇
入
頁
な
ど
)
。

し
た
が

っ
て
、
個

々

の
対
象
物
件

が
課
徴
金

の
対
象
と

さ
れ

る
た
め

に
は
、
当
該
物
件

が
受
注

調
整
手
続

に
上
程
さ
れ
、
①

(
ア
)
受

注
希

望
者

が

一
社

の
と
き

は
そ

の
者
を
受
注

予
定
者

と

し
、

(イ
)
受

注
希
望
者

が
複
数

い
る
と
き

は
、

工
事
場

所
、
過
去

の
受

注
工
事

と

の
関
連
性
等

の
事

情
を
勘
案

し

て
、
受
注
希
望
者

の
問

の
話
合

い
に
よ
り
受
注
予
定
者
を
決
定

し
、
②
受
注

予
定
者

が
受

注
す

べ
き
価

格
を
受

注
予
定
者
又
は
相
指
名
業
者

の
協
議

な
ど

に
よ
り
定

め
、

こ
れ
を
受
注
予
定
者
以
外

の
者

に
連
絡

し
、
受

注
予
定
者

以
外

の
者
は

受
注

予
定
者

が
そ

の
定
め
た
価
格

で
受
注

で
き

る
よ
う

に
協

力
す

る
行
為

が
行
わ
れ

る
こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

た
だ
し
、
基
本

合
意

の
対
象
物
件
が
、
発
注
者
、
入
札
方
法

及
び

対
象

工
事

に

つ
い
て
、

一
定

の
範
囲

に
明
確

に
限
定

さ
れ
、
基
本

合

意

の
内
容

で
あ

る
受

注
予
定
者

の
決
定

の
基
準
も
明
白
な
も

の
で
あ

る
よ
う

な
場
合

に
は
、
違
反
行
為
者
を
拘
束
す

る
程
度

が
強

く
、
し

た
が

っ
て
、
基
本
合
意

が
個

別
物
件

に

つ
い
て
実
施

に
移

さ
れ
る
蓋
然
性

が
高

い
の
で
、
関
係
事
業
者

の
受
注

し
た
個
別
物
件

に

つ
い
て
、

そ
れ
が
基
本
合
意

の
対
象

の
範

疇

に
属
す

る
こ
と

の
立
証

が
あ

れ
ば

、
何

ら
か

の
事

情

に
よ

っ
て
特
定

の
個
別
物
件
が
基
本
合
意

の
対
象
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と
さ
れ
な
か

っ
た
場
合

や
、
基
本
合
意

の
対
象

か
ら
明
示
的
又
は
黙
示
的

に
除
外

さ
れ

た
こ
と
な
ど
を

示
す

「特
段

の
事
情
」

の
な

い
限

り
、
当
該
個
別
物
件

に

つ
い
て
は
、
基
本

合
意

の
拘

束
を
受
け
、
受

注
予
定
者

の
決
定

が
行

わ
れ
た
も

の
と
推
定

し

て
良

い
と
考
え

ら
れ

る

(水

田
電

工
事
件

・
平
成

一
二

・
四

・
二

一
審

決

・
審

決
集

四
七
巻
三
七
頁
)
。

こ

の

「
特
段

の
事
情
」

が
公
正
取
引
委

員
会

の
審

査
段
階

で
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
当
該
物
件

は
課
徴
金

の
対
象

か
ら
除
外
さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

「特

段

の
事
情
」

は
、
法

四
八
条

の
二

・
四
項

(改
正
後

は
五

〇
条
六
項
)

に
基

づ
く
納
付
命
令

の
意

見
陳
述

及
び
証
拠

提
出

の
機
会

や
審
判
手
続

に
お

い
て
主
張

立
証
さ
れ

る
こ
と
が
多

い
と
考
え
ら

れ
る
が
、
そ

の
主
張
立

証
を
当

該
事

業
者

に
課
し

て

い
る

も

の
と
解

し

て
は

な
ら
な

い
。
ま
た

、
「
特
段

の
事

情
」
と

言
え

る
ま

で
に
至
ら
な

い
場
合

で
も

、
個
別
物
件

に

つ
い
て
そ

の
存

在
を
窺

わ

せ
る
よ
う

な
事
情

が
あ

る
と
き

は
、
当
該
物
件
が
基
本
合
意

の
拘
束
を
受
け
受
注

予
定
者

が
決
定

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
こ
と

の
補
強
証

拠
を
明
ら

か
に
す

る

べ
き

で
あ
る
と
考
え

ら
れ

る
。

水

田
電

工
事
件

で
は
、
被

審
人
は
三

つ
の
物
件

に

つ
い
て

「
特
段

の
事
情
」
を
主
張

立
証
し
た
が
、
審
決
は

こ
れ
を
斥
け
た
。

二

判
例
の
態
度

(
一
)
上
屋

企
業
事
件

(平
成

一
五

・
六

・
=
二
審

決

・
審
決
集

五
〇
巻

三
頁

)
に
お

い
て
は
、
「
都
市
計

画
道
路

工
事
」

が
課
徴
金

の

対
象

物
件

で
あ

る
か
否
か
が
争
わ

れ
た
。

本
件

に
お

い
て

一
四
名

の
事
業
者

が
指
名
業
者

で
あ

っ
た
が
、
そ

の
う

ち
高
尾
建
設

は
、
当
該
物
件

が
、
過
去

の
継
続
物
件

で
あ

る

こ

と
、
ま

た
、
同
社

の
代
表
者

の
住
居

の
近
隣

に
あ

る
こ
と

か
ら
、

「本
件

基
本
合
意

で
受

注
予
定
者

の
決
定

の
際

の
考
慮

要
素
と

さ
れ

て

い
る
工
事

場
所
、
過
去

の
受
注

工
事
と

の
関
連

性
又
は
継
続
性
等

の
事
情

に
か

ん
が

み
れ
ば
、

同
社

が
受
注

予
定
者

と
な
る
物
件

で
あ
る
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と
考
え

て

い
た
」
。

と

こ
ろ
が
、
被
審

人
が
本
件

工
事

に

つ
い
て
強

い
受
注
意
欲

を
示
し
た
た
め

に
、
高
尾
建
設
と

の
問

で
二
、
三
回

の
話

合

い
が
持

た
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
審
人
は
、
高
尾
建

設
側

の

「
本
件
基

本
合
意

に
沿
う

継
続
性
、
地
域
性
等

の
事
情

に
よ
る
説
得
」

に
は
応

じ
な

か

っ
た
。

当
該

工
事

の
入
札

前

に
高
尾
建

設

の
担
当
者

は
、
被

審
人
以
外

の
指

名
業
者

に
自

己

の
入
札

価
格

を
連
絡

し
た
上

で
入
札

に
臨

ん
だ
。

当
該

工
事

の
入
札

に
際

し

て
、
被
審
人
代
表
者
は
、
高
尾
建
設
以
外

に
低

い
価
格

で
入
札
し

て
く
る
指
名
業
者

が
あ

る
と

は
考
え

て

い
な

か

っ
た
。
ま

た
、
当
該

工
事

の
指
名
業

者

の
中

に
は
、
当
該
工
事

の
受
注
希
望
者

が
高

尾
建

設
及
び
被
審

人

の
二
社

で
あ

る
こ
と
を
認
識

し
て

い
る
者

が

い
た
。

し
か
し
、
①
被
審

人
が
高
尾
建
設
以
外

の
指
名
業
者
と
具
体
的

に
話
を

す
る
機
会

を
持

っ
た
と
か
、
②

被
審
人

が

高
尾
建
設
以
外

の
指
名
業
者

に
当
該

工
事

の
受

注

の
意
向

を
伝
え
た
と

の
事
実

は
認
定

さ
れ

て
い
な

い
。

審

決
は

、
「
当
該

工
事

に

つ
い
て
は
、
受

注
希
望
者

で
あ

る
高
尾
建

設
及
び
被
審

人

の
間

の
話
合

い
に
よ

っ
て
は
受

注
予
定
者

を
決
定

す
る

こ
と
が

で
き
ず
、
入
札

で
は
、
受
注

予
定
者

が
決
ま

ら
な

い
ま

ま
高

尾
建
設
と
被
審
人
と

の
い
わ
ば

た
た
き
合

い
に
よ

っ
て
被
審

人

が
落

札
受

注
し
た

の
で
あ

る
か
ら
、

こ

の
事
実
を
も

っ
て
被
審

人
が
本
件

基
本
合
意

に
基
づ

い
て
受
注
予
定
者

に
決
定

さ
れ
、
当
該
工
事

を
受

注
し
た
も

の
と

い
う

こ
と
は

で
き
な

い
」
と

し
な
が

ら
も

、
①
被
審

人
が
本
件

基
本
合
意

を
認
識

し
な
が

ら
高
尾
建
設

の
担
当
者

に

受
注
希
望

を
述

べ
、
受

注
希

望
者

で
あ

る
高
尾
建
設

の
担
当
者
と

の
間
で
受

注
予
定
者

を
決
め

る
為

の
話
合

い
を
行

っ
て
お
り

、
こ
れ
を

も

っ
て
当
該

工
事

が
本
件
基

本
合
意

に
よ

る
受
注
調
整
手
続
き

に
上
程

さ
れ
た
も

の
と
認
め
る

こ
と
が

で
き

る
こ
と
、
②

受
注
希
望
を
有

し
な

い
被
審
人

及
び
高

尾
建

設
以
外

の

一
二
社

の
指

名
業
者

は
、
高
尾
建
設

か
ら
入
札
価
格

の
連
絡
を
受

け
る
な
ど
し

て
、
受
注
希
望
者

で
あ

る
高
尾
建
設
あ

る

い
は
被
審

人

の
い
ず

れ
か
が
受

注

で
き

る
よ
う
な
価
格

で
入
札
す

る
と

い
う
競
争

制
限
的
な
行
為

を
し

て

い
る
こ

と
、

こ
れ
ら
を
総
合
す

れ
ば
当
該

工
事

に

つ
い
て
具
体

的

に
競
争

制
限
効
果

が
発
生

し
た
も

の
と
評
価
す

る
こ
と
が

で
き

る
か
ら
、
当
該
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工
事

は
課
徴
金

の
対
象

と
な

る
と
し
た
。
審

決
は
、

「被
審

人
が
本
件
基
本

合
意

か
ら

は
受
注

予
定
者
と

目
さ
れ

る
高

尾
建
設

か
ら

の
本

件
基
本
合
意

に
沿

っ
た
説
得

に
応

ぜ
ず

、
こ

の
た
め
受
注

予
定

者
が
決

ま
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
被
審

人
は
他

の
指

名
業
者

に
入
札
価
格

の

連
絡
を
す

る
な
ど

入
札

へ
の
協
力
を
依

頼
せ
ず

、
相
当
廉
価

で
入
札
し
た

こ
と
を
も

っ
て
、
前
記
認
定
判
断
を
左
右
す

る
も

の
と

い
う

こ

と

は
で
き
な

い
」

と
も

述

べ
た
。

本
件

の
審
決
取

消
訴

訟
事
件

の
判
決

(平
成

一
六

・
二

・
二
〇

・
審
決
集

五
〇
巻
七

〇
八
頁
)

に
お

い
て
、
東
京
高
等

裁
判
所
は
、
次

の
よ
う

に
述

べ
た
。

高
尾
建

設
は
、
原
告
以
外

の
指
名

業
者
と
受

注
調
整
手

続
を
行

い
、
受
注
調
整
を
成
立

さ
せ
、
自
己

の
入
札
価
格

の
み
を
連
絡
し

て
原

告
以
外

の
指
名
業

者

の
協

力
を
得
た

の
で
あ
る
か
ら
、
高

尾
建

設
が
落
札
し
契
約
し
た
場
合

に
は
、
当
該

工
事

が
課
徴
金

の
対
象
と
な

る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ
る
。

し
か
し
、
原
告

は
、
高

尾
建

設

の
要
請

に
応
じ

て
話
合

い
に
応
じ
た
も

の

の
、
話
合

い
は
決
裂

し
、
原
告
自

身
は

そ
の
後
他

の
指
名
業

者

に
対
す

る
連

絡
も
協
力
依

頼
も
し

て

い
な

い
。
ま
た
、
原
告
が
、
高

尾
建
設

に
対
し

て
他

の
指
名
業
者

に
対
す

る
連
絡
、
協
力
依
頼
を

委

託
し
た

こ
と
も

認
定

さ
れ

て

い
な

い
。
①

原
告
が
高
尾
建

設
以
外

に
低

い
価
格

で
入
札

し

て
く

る
指
名
業
者

が

い
る
と

は
考
え

て

い
な

か

っ
た
が
、
こ

の
こ
と

は
、
原
告

が
高

尾
建
設
か
ら
説
得
を
受

け
る
過
程

で
当
然

に
知
り
得

る
こ
と

で
あ
り
、
②
当
該

工
事

の
指
名
業
者

の
中

に
当
該

工
事

の
受

注
希

望
者
が
高
尾
建
設

及
び
原
告

の
二
社

で
あ

る
こ
と
を
認
識

し

て
い
た
者

が

い
た
こ
と
は
、
他

の
指
名
業
者

が

高

尾
建
設

か
ら
協
力
依

頼
を
受

け
る
際

に
調
整

が
決

裂
し
た
と

の
事
実

を
知
ら

さ
れ

る
こ
と

に
よ

っ
て
認
識

で
き

る
事

柄

で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
ら

の
事
実

を
も

っ
て
、
原
告
と
高
尾
建
設
問

に
二
社
を
受
注
予
定
者
と
す

る
と

の
合
意

が
成
立

し
た
と
か
、
高
尾
建

設
が
原
告
と
高

尾
建
設

の
二
社

の
た
め

に
他

の
指
名
業
者

に
協
力
を
依

頼
し
た
と

い
う

こ
と
は

で
き
な

い
。

原
告
は
、
高
尾
建
設
以
外

に
低

い
価
格

で
入
札

し

て
く

る
指
名
業
者

が
あ

る
こ
と

は
考
え

て
い
な
か

っ
た

の
で
あ

る
か
ら
原
告

が
関
与
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し

て
い
な

い
と

こ

ろ
で
受
注

調
整
手

続
が
進

ん
で

い
る
こ
と
は
認

識
し

て
い
た
と

い
う

べ
き

で
あ

る
が
、
原
告
自
身

は
、
そ

の
こ
と
を

認

識

し
た
後
も

、
他

の
指
名
業
者

に
協

力
を
依

頼
す

る
と
か
自
己

の
入
札
価
格
を
連
絡

す
る
な
ど

の
、
自
己

が
関
与

し
て

い
な

い
と

こ
ろ

で

行
わ
れ

る
受
注
調
整

に
よ

っ
て
生
ず

る
競
争

制
限
効

果
を
自
己

の
た
め
に
利
用
す

る
行
為

を
し

て

い
な

い
か
ら
、
原
告

が
当
該
受
注
調
整

手

続

に
間
接
的
な

い
し
後
発
的

に
参
加

し
た
と
も

い
え

な

い
。

た
と
え

、
高
尾
建
設

が
原
告
以
外

の
他

の
指
名
業
者

に
自

己

の
入
札
価
格
を
連
絡

し

て
協
力

を
依

頼
し
、
他

の
指
名

業
者
が

こ
れ
に
応

じ

て
高
尾
建
設

の
入
札
価
格

よ
り
も
高

い
価
格

で
入
札
す

る
と

い
う

具
体
的
な
競
争
制
限
行
為

が
行

わ
れ
、
原
告

に
お

い
て
も
そ

の
よ
う

な
受

注
調
整
手

続
が
進
行
し

つ
つ
あ

る
こ
と
を
知

っ
て

い
た
な
ど

の
事

情
が
あ

っ
た
と

し

て
も

、
原
告

が
直
接

又
は
間
接

に
関
与
し
た
受

注

調
整
手
続

に
よ

っ
て
具
体
的
な
競
争
制
限
効

果
が
発
生

す
る

に
至

っ
た
も

の
と

い
え
な

い
か

ら
、
当
該

工
事

は
課
徴
金

の
対
象

と
な

る

と

は

い
え

な

い
。

判

決
は
正
当

で
あ

る
。

本
件

に
お

い
て
、
判
決
が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
高
尾
建

設
は
、
原
告
以
外

の
指
名
業
者
と
受
注
調
整
手
続
を
行

い
、
受
注

調
整

を
成
立

さ

せ
、
自
己

の
入
札
価
格
を

連
絡
し

て
原
告
以
外

の
指
名
業
者

の
協
力
を
得

た

の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
入
札
価
格

は
競
争
制

限
効

果
が
発

生

し
た
価
格

で
あ
り

、
高
尾
建

設
が
落
札
し
契

約
し
た
場
合

に
は
、
当
該

工
事

が
課
徴
金

の
対
象
と
な

る
こ
と

は
明
ら
か

で
あ

る
。

一
方
、
原
告

に

つ
い
て
言
え
ば

、
本
件

基
本
合
意

を
認
識

し
な
が
ら
、
高
尾
建

設

の
担

当
者

に
受

注
希
望
を
述

べ
、
受
注
希
望
者

で
あ

る
高
尾
建
設

の
担
当
者
と

の
間

で
受
注

予
定
者

を
決
め
る
た

め

の
話
合

い
を
行

っ
て
お
り
、

こ
れ
を
も

っ
て
、
当
該
工
事
が
基
本
合
意

に

よ

る
受

注
調
整
手
続

に
上
程

さ
れ
た
も

の
と

い
う

こ
と
は

で
き

よ
う

。
し
か

し
な
が
ら
、
そ

の
話
合

い
の
結
果
受

注
予
定
者
を

一
社

に
絞

り
込
む

こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
。
ま

た
、
原
告

は
、
自

己

の
入
札
価
格
を
直
接

・
間
接

に
他

の
指
名
業
者

に
連
絡
し

て
原
告
が
受
注

で
き

る
よ
う

に
協

力
を
依

頼
し
た
事
実

が
な

い
。
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受
注
予
定
者

が
決
定

さ
れ
た
場
合

の
当
該
事

業
者

の
入
札
価
格
は
自
己

に
有
利
な
競
争
制

限
効

果
が
発
生

し
た
価
格

で
あ

る
が
、
本
件

の
場
合
、
原
告

及
び
高
尾
建

設
は

い
わ
ば

た
た
き
合

い
を
し

て
お
り
、
原
告

の
入
札
価
格
を
競
争
制

限
効

果
が
発
生

し
た
価
格

で
あ
る
と

は

い
い
難

い
と
思

わ
れ
る
。
原
告

及
び
高

尾
建
設
以
外

の
指
名
業
者

一
二
社

が

一
億

四
八
〇

〇
万
円

な

い
し

一
億
四

〇
〇
〇
万
円

で
入
札

し
て

い
る

の
に
対

し
、
原
告
と
高

尾
建

設
と
は
た
た
き
合

い
と
な
り
、
原
告

が
九

六
〇

〇
万
円
、
高
尾
建

設
が

一
億

八

〇
〇
万
円

で
そ
れ

ぞ
れ
入
札

し

て
い
る
こ
と
も

、
原
告

の
入
札
価
格
が
競
争
制
限
効
果
が
発

生
し
た
価
格

で
あ

る
と
は
言
え

な

い
証
左

で
あ

ろ
う

。

(
二
)
協
和

エ
ク
シ
オ
事
件

(平
成

六

・
三

∴
二
〇
審
決

・
審
決
集

四
〇
巻

四
九
頁
、
平

成
八

・
三

・
二
九

東
京
高
判

・
審

決
集

四
二

巻

四
二
四
頁
)

で
は
、
米

国
空

軍
契
約

セ

ン
タ
ー
が
発
注
す

る
電
気
通
信

設
備

の
運

用
保
守

の
昭
和

五
六
年

の
横
須

賀

・
横
浜
基
地
物
件

を
被
審

人
が
基
本

合
意

に
基
づ
き
受
注
し
た
も

の
で
あ

る
か
否

か
が
争

わ
れ
た
。

審

判
決
は
、
当

該
物
件

は
被
審
人
が
基
本
合
意

に
基
づ
き
受
注

し
た
も

の
と
認
定

し
た
。
米
国
空
軍
契
約

セ

ン
タ
ー

の
発
注

及
び
契
約

は
、
ネ

ゴ
ー

シ

エ
ー

シ

ョ
ン
方
式
が
採
用

さ
れ

て
い
た
。
ネ

ゴ
ー
シ

エ
ー
シ

ョ
ン
方
式

と
は
、
指
名
業
者
が
初
回
入
札
を
行

い
、
入
札
者

の
中
か
ら
入
札
価
格
が
低
く
、
受
注
適
性

が
比
較
的
高

い
と
思
わ
れ
る
者

二
、
三
名

を
選
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に

つ
い
て
入
札
価
格

の
積
算

根

拠

の
監
査

及
び
個
別
的
な
価
格
交
渉
を
行

っ
た
上

、
再
度

入
札
価
格

を
呈
示
さ
せ

て
最
も
低

い
価
格

で
入
札

し
た
者

に
発
注
す

る
方
式

で
あ
る
。

本
件

で
は
、
指
名

業
者

一
〇
社

に
よ
り
受

注

予
定

者

の
調
整

が
行

わ

れ
た
結
果

二
社

に
絞

ら
れ
た

が
、

一
社

に
絞

る
こ
と

は

で
き

な

か

っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
相
指
名
業
者

は

二
社

の

い
ず
れ
か
と
入
札
価
格

に

つ
い
て
連
絡

し
た
う
え

で
入
札

に
参
加

し
、
受

注
予
定
者

で
あ

る
二
社

の

い
ず

れ
か

が
受

注

で
き

る
よ
う

に
協
力

し
た
こ
と
が
認
定

さ
れ
た
。
審
決

は
、

「受
注

予
定
者

は
、

二
番

札
、

三
番
札

の

入
札
者

に
対

し
て
も
監
査

及
び
ネ
ゴ

ー
シ

エ
ー
シ

ョ
ン
が
実
施

さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ

の
対
策
と

し
て
あ
ら

か
じ
め
入
札

に
慣

れ
た
事
業



28神奈川法学第38巻 第2・3号2006年(212}

者

に
対

し
監
査
を
受

け
る

こ
と
を
依

頼
し
、
そ

の
入
札
価
格

(受
注

予
定
者

の
入
札
価
格
よ
り

一
〇
～

一
五
%
上
乗

せ
し
た
価

格
)
を

連

絡

し
、
右
連
絡
を
受

け
た
事
業

者
は
そ

の
価
格

で
入
札
し
、
ネ

ゴ
ー
シ

エ
ー
シ

ョ
ン
の
結
果
受

注
予
定
者

の
入
札
価
格

よ
り
も

低

い
価

格

に
な

る
恐

れ
が
生

じ
た
場
合

に
は
、
事

前

に
連
絡
す

る
こ
と
等

し
受
注
予
定

者
が
予
定

ど
お
り
受
注

で
き

る
よ
う

に
協
力

し

て

い
た
」
事

実
を
認
定

し

て
い
る
。

本
件

で
は
、
受
注
予
定
者
を

一
社

に
絞

れ
な
か

っ
た
も

の
の
、

二
社
は
受
注

調
整

の
結

果
競
争

制
限
価
格

で
あ

る
自

己

に
有

利
な
価
格

を
設
定
す

る
こ
と

が
で
き
た
も

の
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
応
札
価
格
を
基
準
と

し

て
ネ

ゴ
ー
シ

エ
ー

シ

ョ
ン
が
行
わ

れ
、
再
度

入
札

の
結

果
、
受
注
価
格
が
当
初
応
札
価
格

よ
り

は
若

干
低

め

に
決
定
さ
れ
た
と
し

て
も
、

そ

の
価
格

が
競
争

制
限
価
格

で
あ

る
こ
と

に
は
変
わ
り

が
な

い
。

三

最
近
の
審
決
に
お
け
る
問
題
点

(
一
)

河
西
建
設
事
件

(平
成

一
六

・
二

・
五
審
決

・
審

決
集

五
〇
巻

一
一
一
一
〇
頁
)

本
件
審
決

は
、

「番
号

二

の
物
件

の
施

工
場
所

に
は
、
被
審
人

が
高
松
市

の
用
地
買
収

に
協

力
し

て

い
た
土
地
、
被
審
人

の
資
材

置
場
、

借
家
、
倉
庫
、
車
庫

、
被
審

人

の
役

員
等
関
係
者

の
自
宅
敷

地
等

が
あ
り

、
こ
れ
ら

の
事
実

は
、
業
界
他

社

に
は
周
知

の
こ
と

で
あ

り
、

番

号

二
の
物
件

の
指
名

業
者

の
う

ち
受

注
希
望
者

が
被
審
人

だ
け

で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

「
番
号

二

の
物
件

の
相
指

名
業
者

は
、
発
注
者

の
予
定
価
格

及
び
被
審

人

の
応
札
価
格
を
推
測
す

る
こ
と

に
よ
り

、
自

社
が
落
札
し
な

い
と
見
込
ま

れ
る
価
格

で
応
札

し
た
も

の
と
推
認

さ
れ
る
」

と

し
、
ま

た
、

「番

号
七
物
件

は
、
平
成

=

年

九
月

の
台

風

に
よ

る
浸
水
被

害

に

つ
い
て
、
被

審
人
会

長
が
高
松
市

に
陳
情

に
行

っ
た

こ
と

か
ら
発
注

さ
れ
た
工
事

で
あ
り
、
そ

の
施

工
場
所

は
、
被
審

人

の
関
係
者

の
土
地

に
隣
接

し
て
お
り
、
ま

た
、
被
審

人
が
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施

工
場
所

に
最
も
近

い
業
者

で
あ

っ
て
、
当
該

浸
水

被
害

に
際

し
て
は
土

の
う
を
積
む

な
ど

の
応
急
処

置
を
施
工
し
た
。

こ
れ
ら

の
事
実

は
、
業
界
他
社

に
は
周
知

の
こ
と

で
あ
り
」
、
被
審
人

は
、
番
号

七

の
物
件

の
唯

一
の
受

注
希

望
者

で
あ
り
、

「番

号
七

の
物
件

の
入
札

に

当
た
り
、
被
審
人
と
相
指
名
業
者
と

の
間

で
入
札
価
格

に

つ
い
て
の
連
絡
が
あ

っ
た
と

は
認

め
ら

れ
な

い
が
、
相
指
名
業

者
は
、
発
注
者

の
予
定

価
格
及
び
被
審
人

の
入
札
価
格
を
推
測
す

る
こ
と

に
よ
り
、
自

社
が
落
札
し
な

い
と
見
込
ま

れ
る
価
格

で
応
札

し
た
も

の
と
推

認

さ
れ
る

(参
考
人
谷
本
弘
)

こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
入
札
価

格

の
連
絡

の
有
無

は
、
上
記
認
定
判
断

を
左
右
す

る
も

の
で
は
な

い
」
と
し
た
。

し
か
し
、
審

決

の
認
定
事

実
だ
け

で
は
、
番
号

二

の
物
件

に
し

ろ
番

号
七

の
物
件

に
し

ろ
課
徴
金
賦
課

の
対
象
物
件

で
あ

る
と
認
定

す

る
こ
と

に

つ
い
て
は
説
得
力

に
欠

け

る
と

こ
ろ
が
あ

る
と
考
え

ら
れ

る
。

「
受
注
希
望
者

が

一
名

の
時

は
、

そ

の
者
を
受

注
希

望
者
と
す

る
」
と

の
基
本
合
意

が
存

在
す

る
の
で
、
被
審
人

が
受
注

予
定
者
と
な

る
こ
と
は
、
こ

の
基
本
合
意

に
沿
う
も

の
で
あ

る
。

し
か
し
、
本

二
物
件

に

つ
い
て
、
審
査
官

は
、
「
被
審
人

は
相
指
名
業
者

の
協

力
を
得

て
落
札

し
た
」
と
主
張

し

て
い
る

の
に
対
し
、
被
審

人
は
、

「
入

札

に
当

た
り
他

の
指
名
業
者

と
話
合

い
を
行

っ
て

い
な

い
」
と
主
張

し

て

い
る

の
で
あ

る
か
ら
、
被
審

人
が
相
指
名
業
者

に
対

し
自
己

の

入
札
価
格
を
連
絡

し
な
か

っ
た
と

い
う

の
が
事

実

で
あ
れ
ば
、
相
指
名
業
者

が

「被
審

人

の
入
札
価
格
」

を
ど

の
よ
う

に
推
測

し
、
又

は

「自

社
が
落
札

し
な

い
と
見
込

ま
れ

る
価
格

で
応

札
し
た
も

の
」

と
推
認

で
き

る

の
か
、

又
は
そ

の
推
認

で
き

る
事

実

が
相
指
名
業

者
側

の
供
述
資

料
等

に
お

い
て
存
在

し
た

の
か
を
具
体
的

に
明
ら
か

に
す

べ
き

で
あ
り
、

こ
れ
ら

の
事
実
を

推
認
さ
せ

る
に
足

る
実
質
的
証
拠

が
存

在

し
た

の
で
あ

れ
ば
、

そ
れ
を
示
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

29

(
二
)

森

川
建
設
事
件

(
平
成

一
六

・
八

・
四
審
決

・
審
決
集

五

一
巻

八
七
頁
)

本
件

の
争
点

の

一
点
目
は
、
課
徴
金

の
対
象

と
な
る
物
件

の
範
囲
を
画
す

る

の
に
、

設
計
金
額
を
用

い
る
こ
と

が
妥

当
か
と

い
う

点

で

あ

っ
た
。
被
審

人
は

「
本
件

で
違

反
行
為

の
対
象

と

さ
れ
た

の
は
設
計
金

額
が

二
五
〇

〇
万
円
以
上

三
臆
円
未

満

の
舗

装
工
事

で
あ

る
。
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し
か

し
、

設
計
金
額
は

入
札
時

に
は
公

開
さ
れ

て

い
な

い
の
で
、
事

業
者
側

に
と

っ
て
は
こ
れ
を
知

る
由

も
な
か

っ
た
か
ら
、
落
札
額
を

基
準
と
し

て
課
徴
金

の
対
象
と

な
る
物
件

の
範

囲
を
画
す

る
べ
き

で
あ

る
。

二
番
物
件

に

つ
い
て
、
被
審

人
は
、
消
費
税
相
当
額
を
含

め

て
二
四
六
七
万

五
〇

〇
〇
円

で
落
札

し
た
も

の
で
あ
り
、
落
札
額

は
二
五
〇
〇
万
円
を

下
回
る

の
で
あ
る
か
ら
、
同
物
件

は
課
徴
金

の
対

象
外
と
す

べ
き

で
あ

る
」
と
主
張

し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
審
決
は

「
本
件

の
よ
う

な
入
札

に
係

る
受

注
調
整
行

為
は
、

こ
れ
に
参
加
し

た

関
係
者
が
入
札
時
点

に
お

い
て
設
計
金
額
を
知

り
得
た
か
ど
う
か

に
関
係
な
く
独
占
禁
止
法

三
条

に
お

い
て
禁

止
さ
れ

て

い
る
不
当
な
取

引
制

限

に
該
当

す

る
同
法

違

反
行
為

な

の
で
あ

る
か
ら
、
違

反
行
為

の
取
引

分
野

が
入
札
時

点

で
被
審

人

の
知

り
得
な

い
設
計
金

額

に

よ

っ
て
画
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し

て
課
徴
金

の
対
象

と
な

る
物
件

の
範
囲

が
設
計
金
額

に
よ

っ
て
画
さ
れ
る
こ
と

に
は
何

ら
問
題

は
な

い
。

ま
た
、

二
五
〇
〇
万
円
と

い
う
金
額

は
、
本
件

に
お
け

る
設
計
金
額
と
し

て
の
金

額

で
あ

っ
て
、
そ

の
ま
ま
落
札
金
額

に
お

い
て
基
準
と

な
り
得

る
金
額

で
は
な

い
か
ら
、
落
札
金

額
が
同
金

額
を

下
回

っ
た
と
し

て
も
独
占
禁
止
法

の
適

用

に
影

響
す

る
こ
と
は
な

い
」
と
述

べ

た
。
審
決

は
正
当

で
あ

る
。

二
点
目

は
、
被
審
人

が
二
番
物
件

に

つ
い
て
談
合
が
成

立
し

て

い
な

い
と
主
張

し
た
点

で
あ

る
。

二
番
物
件

に

つ
い
て
、
指
名
業
者

七
社
問

で
受

注
調
整
を
行

っ
た
が
、

一
社

に
決
め

る
こ
と
が

で
き
ず
、
受

注
競
争

は
被
審
人
を
含

む

二
社

又
は

三
社

間

で
行

わ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
審
決
は

「
二
番
物
件

に

つ
い
て
は
、
受

注
予
定
者

を

一
社

に
決
定
す

る
こ
と

は
で
き

な

か

っ
た
も

の
の
、
本
件
違

反
行
為
を
実

現
す

る
た
め

の
受

注
調
整
手
続

が
行
わ

れ

て
、
そ

の
結

果
と
し

て
競
争
者
が

二
社

又
は
三
社

に
限

定

さ
れ
て

い
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
被
審
人

の
入
札
金
額

及
び
落
札
金

額
が
七
社

に
よ

る
競
争

の
場
合

よ
り
高
額

に

な

っ
て
い
る
と

い
う
具
体
的
競
争

制
限
効
果
が
発
生
し

て

い
る

の
で
あ

る
か
ら

、
本
件

が
課
徴
金

の
対
象
と
な

る
役
務

に
当
た

る
と
解

す

べ
き
」

で
あ

る
と
し
た
。

競
争
者

が
二
社

又
は
三
社

に
限
定

さ
れ
た
場
合

に
、
七
社

に
よ
る
競
争

の
場
合

よ
り
は
入
札
金
額
及
び
落
札
金
額

が
高
額

に
な

る
こ
と
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は

一
般
論
と

し

て

い
え

て
も
、
逆

に
た
た
き
合

い
に
よ
り
低
額

と
な

る
こ
と
も
あ

り
得

る
こ
と

で
あ

り
、
審
決

の
判
断
は
、

「
公
知

の
事

実
」

(法

五

四
条

の
三

・
改

正
後
は

六
入
条

)
と

い
え

る
か
疑
問

で
あ

る
。
審
決

で
は
何
故

に
七
社

に
よ
る
競
争

の
場
合

よ
り
は

入
札
金

額

及
び
落
札
金

額
が
高

額
と
な

る
と
認
定

で
き

る
の
か
示

さ
れ

て
お
ら
ず
、
単

な
る

一
般
論

で
推

量
し

て

い
る
と
す
れ
ば
、

こ
れ

が
許
さ

れ
る

の
か
疑
問

の
あ

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。
審
決

は
、

「
被
審

人
は
、
七
社

に
よ
る
競
争
と
な

っ
た
場
合

よ
り
高

額

の
入
札
金

額

(被

審
人

と

し
て

の
積
算
額
を

一
〇
%
程

度
低

く
し
た
額
)

に
よ
り
入
札
を
行

い
、
発
注
者

に
よ
る
予
定
価
格

(設
計

金
額
)

の
九

八

・
二
%
に
当

た

る
価
額

で
落
札
す

る
こ
と
が

で
き

た
」

と
述

べ
て

い
る
が
、
初
回
入
札

で
予
定
価
格
を

下
回
ら
な

い
場
合
も

あ
り
得

る
こ
と

で
あ

る

の

で
、

こ
れ
を
根
拠
と
す

る
こ
と

は
困

難

で
あ
ろ
う

。
ま
た
、
審
決

で
は
、
被
審
人
が
入
札
価
格
を
相
指
名
業
者

で
あ
る
他

の
四
社
又
は
五

社

に
通
知
し
た

の
か
否

か
に

つ
い
て
も
述

べ
ら
れ

て
い
な

い
。

(
三
)

甲
栄
建
設
事
件

(
平
成

一
七

・
二

・

一
四
審
決

・
五

一
巻

一
一六

八
頁
)

本
件

の
審
決

は
、

「番

号
三

の
物
件

に

つ
い
て
は

、
被
審

人

に
過
去

の
受

注

工
事
と

の
関
連
性

が
あ

る

こ
と
、

工
事

場
所
が
被
審
人

の

所
在

地

に
近

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
、
番
号

四

の
物
件

に

つ
い
て
は
、

工
事

場
所
が
被

審
人

の
所
在
地

に
極

め
て
近

い
も

の
で
あ

っ
た
こ

と
と

い
う
事
情

か
ら
、
被
審

人
は
本
件

二
物
件

の
受
注
を
希
望

し
、
他
方

、
本
件

二
物
件

の
相
指
名
業
者
は
、
被
審

人
が
受
注
を
希
望
す

る
事
情
を
認
識

し

て

い
た

こ
と
か
ら
、
本
件

二
物
件

に

つ
い
て
、
当
然

に
受
注
を
希
望

せ
ず

、
自

社
が
落
札
し
な

い
と
見
込
ま

れ
る
価
格

で
入
札

し
た
も

の
と
認

め
ら

れ
る
」
と

し
、

「
本
件

二
物
件

の
入
札

に
当
た

り
、
被
審
人
と
相
指

名
業
者
と

の
間

で
入
札
価
格

に

つ
い
て

連
絡
が
あ

っ
た

こ
と
を
証

明
す

る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
も

の

の
、
前
記

の
認
定
事
実

に
よ
れ
ば

、
本
件

の
物
件

に

つ
い
て
、
相
指

名
業

者
は
発
注
者

の
予
定
価
格

及
び
被
審
人

の
入
札
価
格
を
推

測
す

る
こ
と

に
よ
り
、
自
社

が
落

札
し
な

い
と
見

込
ま
れ

る
価
格

で
応
札

し
、

受

注
予
定
者
が

そ
の
定

め
た
価
格

で
受
注

で
き

る
よ
う

に
協
力
し
た
も

の
と
認
め
ら
れ

る
」
と
述

べ
る
。
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し
か
し
な

が
ら
、

(
一
)
事

件
と

同
様

に
、
相
指
名
業

者
が

「被
審

人

の
入

札
価

格
」
を
ど

の
よ
う

に
推
測

し
、
又

は

「自

社
が
落
札

し
な

い
と
見
込
ま
れ

る
価
格

で
応
札

し
た
も

の
」

と
推

認

で
き

る

の
か
、

そ

の
推
測

で
き

る
事

実
が
相
指

名
業
者
側

の
供
述
資
料
等

に
お

い
て
存
在

し
た

の
か
、

こ
れ
ら

の
事
実
を
推

認
さ
せ
る

に
足

る
実
質
的
証
拠
が
存
在

し
た

の
で
あ
れ
ば

、
そ
れ
を
示
す

べ
き

で
あ

る
。
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(
四
)

泰
伸

建
設
事
件

(平
成

一
七

・
五

・
九
審
決

・
審
決
集

未
搭
載

)

本
件

に
お
け
る
主
要
な
争
点

の

一
点

目
は
、
追
加

工
事

又
は
設
計
変
更

に
よ
り
契
約
金

額
が
変
更
さ
れ

て
契
約
金
額

が
増
額

さ
れ
た
場

合
、
そ

の
増
額
分
を
課
徴
金

の
基
礎
と

な
る
売

上
額

に
含
め

る
こ
と

の
適
否

で
あ

っ
た
。
被
審

人
は
、
契
約
が
変
更

さ
れ

て
契

約
金
額

が

増
額
さ
れ
た
物
件
は
、
発
注
者

の
都
合

に
よ
り
当

初
工
事

と
は

一
体

で
な

い
工
事

が
追

加
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
増
額
分

は
被
審

人
が
見

積
も

っ
た
も

の
で
は
な
く
発
注
者

が

一
方
的

に
提

示
し
た
も

の
な

の
で
、
追
加

工
事

に
係
る
増
額
分
は
課
徴
金

の
計
算

の
基
礎

と
な
る
売

上
額

に
含

め

る

べ
き

で
な

い
と
主
張

し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
審

決
は
、

五
物
件

に
お
け
る
各
追

加
工
事

が
当
初

工
事

と

]
体
性

が
あ

る
も

の
で
あ
れ
ば
、
追
加

工
事
を
含
む

工
事
全
体

が
独
占
禁

止
法
七
条

の
二

・
一
項

の

「当

該
役

務
」

に
該
当
し
課
徴
金

の
対
象
と

な
る
と

の

考
え

方

の
下

に
、
五
物
件

に
お
け

る
当
初

工
事

と
追
加

工
事

と

の

]
体

性
が
あ

る
こ
と
を
認
定

し
、
「
五
物
件

に

つ
い
て
、
被
審
人

が
主

張
す

る
よ
う

に
発
注
者
側

の
事
情

に
よ
り
追

加
工
事

が
発
注
さ
れ
た
と
認

め
ら

れ
る
が
、
追
加
工
事

の
発
注
は
頻
繁

に
行

わ
れ
、
請
負
業

者
も
追
加

工
事

の
発
注

が
あ
り
得

る
こ
と
を

認
識
し

て
お
り
、
発
注
者

は
追
加

工
事
を

請
け
負
う

か
ど
う
か

に

つ
い
て
請
負
業

者
と
十

分

協
議

し
た
結
果
、
請
負
業
者

が
施

工
を
希
望

す
る
場
合

に
変
更
契
約
を
締
結

し

て

い
る
」
等

の
こ
と
か
ら
、
課
徴
金
算
定

の
基

礎
と

な
る

売
上
額
は
、
変
更
契
約

に
よ
る
変
更
後

の
契

約
金

額
と
す

べ
き

で
あ

る
と

し
た
。

妥
当
な
判
断

で
あ

る
。

主
要
な
争
点

の
二
点

目
は
、
被
審

人
が
支

払

っ
た
被
害
補
償
金
を
課
徴
金

の
算
定

の
基
礎
と
し

て

の
売
上
額

か
ら
控

除
す

べ
き
か
ど
う



切

か
と

い
う
点

で
あ

っ
た
が
、
審

決
は
、
施
行
令
六
条

に
お

い
て
対
価

の
額

か
ら
控

除
さ
れ
る
も

の
は

=
疋
の
割
戻
し
等

に
限
ら
れ

て

い
る

⑫

こ
と

か
ら
控

除

の
対
象

と
は
な
ら
な

い
と

し
た
。
正
当

で
あ

る
。

最近の入札談合事件の課徴金納付命令審決について
一 課徴金賦課対象物件の認定を中心にして一

(
五
)
岡
崎
管

工
事

件

(
平
成

一
七

・
九

・
一
一〇
審
決

・
審
決
集

未
搭
載

)

本
件

審
決

で
は
、
争

点
と
な

っ
た
課
徴
金

の
対
象

と
な

る

「当
該

商
品
又

は
役

務
」

に

つ
い
て
、
「
本
件

の
よ
う
な
受
注

調
整

に
よ
る

違

反
行
為

の
場
合

に
は
、
当
該
期
間

に

い
て
販
売
又

は
提
供

さ
れ
た
違

反
行
為

の
対
象

と
な

っ
た
商
品
又
は
役
務

の
う
ち
、
違
反
行
為

に

係

る
基

本
合
意

に
基
づ

い
て
受

注
予
定
者

が
決
定

さ
れ
る
こ
と

又
は
受
注

予
定
者
が
決

定
さ
れ

る
ま

で
に
至
ら
な
く

て
も
調
整
手
続

に
上

程

さ
れ
た

こ
と

に
よ

っ
て
具
体
的

に
競
争
制
限
効
果

が
発

生
す

る

に
至

っ
た
も

の
を
指

す
と
解
す

べ
き

で
あ

る
」
す

る
。

し
か
し
、
こ

の

後

段
が
具
体
的

に
ど

の
よ
う
な
場
合
を
指
す
か
明
ら

か
で
は
な

い
。
ケ
ー

ス

・
バ
イ

・
ケ
ー

ス
で
慎
重
な
判
断
を
必
要
と
す

る
。

本
件

で
は
、

一
二
物
件

が
課
徴
金

の
対
象
と

な
る
か
否

か
が
争

わ
れ
た
が
、

一
二
物
件
中

の
四
物
件

に

つ
い
て
は
、
被
審

人
を
含

め
六

～
八
名

が
指
名
さ
れ
、

「相
指

名
業

者
と

の
話
合

い
の
結
果
、
被
審

人
が
受
注

予
定
者
と

な
り
、
相
指
名
業
者

の
協

力
を
得

て
、

皿
回
目
、

二
回
目

の

い
ず
れ

の
入
札
も
最
低
価
格
と

な

っ
た
が
、
落

札
者

が
決
定

し
な
か

っ
た
た
め
、

二
回
目

の
最
低

入
札
者

で
あ

る
被
審

人
が
随

意

契
約
を
し
た
」
。
こ
れ
ら

の
物
件

は
、
受
注
予
定
者

が
決
定
さ

れ
た
物
件

で
あ
り

、
前

記

の
後

段

に
該
当
す

る
場
合

で
は
な

い
。
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